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研究成果の概要（和文）：倫理審査を経て実施した、6大学アメリカンフットボール部の学生スタッフ67名のフ
ォーカス・グループ・インタビュー（FGI）では、事前に仕事についての「経験記述」を提出してもらった。経
験記述とFGIの分析の結果、「マネージャー」「トレーナー」「アナライジング・スタッフ」といったポジショ
ンで成り立つ学生スタッフたちの仕事は、選手から「見えない」部分が多くあることが明らかとなった。
社会学研究の新しい方法論であるInstitutional Ethnography（IE）についての調査は、関連する資料収集や関
係者へのインタビューを通して進めることができた。

研究成果の概要（英文）：The focus group interviews (FGI) of 67 student staff members of American 
football teams at five universities, conducted after ethics review in FY2021, asked them to submit "
experience descriptions" about their jobs in advance of the interviews. The analysis of the 
experience descriptions and FGI revealed that the work of the student staff, consisting of positions
 such as "manager," "trainer," and "analyzing staff," is often "invisible" to the players.
The investigation of Institutional Ethnography (IE), a new methodology of sociological research, was
 able to proceed through the collection of relevant materials and interviews with the people related
 to the study.

研究分野： 社会学

キーワード： 女子マネージャー　IE　性差別　運動部活動　Dorothy E. Smith　社会学　ジェンダー　スポーツ
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
「女子マネージャー」の経験を「学生スタッフ」と呼ばれる立場から捉え直したことで、ジェンダー（女子／男
子）×ポジション（マネージャー／トレーナー／アナライジング・スタッフ／チア）の組み合わせでの比較を可
能とした。つまり、「女子」であるというジェンダーの問題と同時に「マネージャー」という仕事の特異性を分
けて考察できるようになった。それにより、他ポジションと比較した「女子マネージャー」特有の抑圧経験が明
らかとなった。
また、社会学研究の新しい方法論であるInstitutional Ethnography（IE）については、日本語で紹介している
研究がわずかであることから、貴重な資料を集めることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 
様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 

スポーツ庁（2016）によると、中学生の 65％、高校生の 42％が運動部に所属すると

いう。マネージャーを置いているほとんどの運動部は男子部、あるいは男子しか入部で

きない部であり、マネージャーの 97％が女子であったという調査があるように、マネ

ージャーの分布には性的な偏りがある（表１）。 

 

 
 

スポーツ組織では、未だに性別二元制が強固に維持され「男性中心主義最後の砦」と

言われて久しい。性別二元制という男女の差異化は、男性が「活動の主体」かつ「性的

欲望の主体」で、女性が「他者の活動を手助けする存在」かつ「性的欲望の対象」とい

う「性支配」をもたらす（江原、2001）。女子マネージャーは、男子選手のために掃除、

洗濯、炊事といった「女性的役割」を担ってきたことから、まさしくこの性支配関係を

体現していると言われている。 

 

申請者は「スポーツ組織におけるセクハラ問題を当事者の視点から問い直すこと」及

び「マネージャー制度を女性の新たな活躍の場として転換させること」を目的に、主に

学生運動部女子マネージャーを対象に研究を行ってきた。その中で、男子運動部での参

与観察において、男子選手から女子マネージャーに対するセクハラ行為を確認した。し

かし、彼女たち自身はその行為をセクハラだとは思っていなかった
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

。セクハラの枠組み

と彼女たちの意識に差が生じているのである。 

 

これまで女子マネージャーをめぐる議論は、性別役割分業やメディアに蔓延するジェ

ンダー論といった「社会の問題」と、本人の意思を尊重すべきという「個人の問題」の

間で堂々巡りするばかりであった。特にセクハラは個人の認識を根拠としてきたため、

彼女たちが直接経験する世界については不問に付されてきた。しかし、日常生活世界に

おいて繰り返される性支配は、それに気づいて対処する気力を奪い、被害として認識す

ることを困難にする。この支配関係を問い直すためには、個人の意識を形作る要因を解

明する必要があると考えた。 
 
２．研究の目的 
 

申請者のこれまでの調査において、女子マネージャーたちからはセクハラという枠組

みで経験は語られなかった。一方で、その活動内容（例えば、掃除、洗濯等）を通した

男子選手への不満や漠然とした不条理感については饒舌であった。すなわち、彼女たち

にとっては、性の抑圧経験よりも活動に基づく抑圧経験の方が深刻だと認識されている

のである。 

男子運動部 女子運動部

女子マネージャー ◎（多い） △（わずか）

男子マネージャー 〇（少ない） ×（不在）

表１　マネージャーの分布表



 

そこで本研究では、女子マネージャーの活動内容に着目し、彼女たちの「語り」の中

から、女子マネージャー制度自体が抱える性差別の存在を詳らかにし、さらに彼女たち

の意識構造が形作られてきた要因（環境、ステークホルダー、社会制度等）について明

らかにすることを目的とする。解析する対象を、個人（ミクロ）、組織（メゾ）、社会・

制度（マクロ）の三層構造で考えると、ミクロの視点からマクロの社会的・制度的な要

因を探求する。スポーツ環境におけるセクハラ問題を、その背後に潜む要因にまで踏み

込んで分析した研究はこれまで見当たらない。 

 

 ミクロの視点からマクロの社会関係を探求する方法として Institutional ethnography（IE）

を用いる。IE はこれまでの社会学理論と方法論に変わる新しい社会学（の研究手法）と

も言われ、1970 年代にカナダの Dorothy E. Smith によって提唱された。女性解放運動の

隆盛とともに発展してきたことから「女性のための社会学」と呼ばれ、近年では「人々

のための社会学」へと変容を遂げている。IE に関して日本では未だ Smith 氏の研究を紹

介するにとどまり（上谷，1996；2018；中河，2010 など）、IE を用いた社会学的研究は

行われていない。したがって、本研究は日本で初めての IE を用いた研究となる。 
 
３．研究の方法 
 

本研究では、マネージャーの活動を「支える仕事」と位置づけたうえで、マネージャ

ー間で「支える仕事」について語ってもらい、他者と共有した抑圧経験の特徴から、そ

の背後に潜む社会関係を見出した。IE では自らの経験や感情について語り合うことで

問題の所在を探求する方法がある。個人的な抑圧経験と思われてきたことに、より大き

な社会関係とのつながりを見出すことで、支配関係を問い直す糸口とするのである。特

に、Smith 氏は「仕事に関する知識」の語りに着目し、「仕事」という語の意味を時間や

努力などを必要とする人々の行いすべてに拡張することで、認識されていない「仕事」

の存在から支配関係を探求する方法を提示している（例えば、「家事労働に賃金を」な

ど）。個別的で詳細な仕事の記述（エスノグラフィー）を入り口に、日常生活世界の成

り立ちから「社会的なもの」を発見し直した。 

 

① 海外の研究動向調査と「支える仕事」概念の検討 

IE で用いられている「仕事」の概念を整理するため、文献調査を行った。また、日本

では IE を用いた社会学的研究は行われていないため、海外の研究者から情報を得た。 

② アメリカンフットボール部におけるフォーカス・グループ・インタビュー（FGI） 

 申請者はこれまで、国内２大学及びカナダ１大学のアメリカンフットボール部で参与

観察及びインタビューを用い、「女子マネージャー」のエスノグラフィーを描いてきた。

マネージャー活動には、「マネージャー」「トレーナー」「アナライジングスタッフ」と

いう３つの役割があり、後者になるほど男子が担うことが明らかになっている。本研究

では、倫理審査を経て、6 大学アメリカンフットボール部の学生スタッフ 67 名に協力

していただき、「経験記述」を集めたうえで、16 回のフォーカス・グループ・インタビ

ュー（FGI）を実施した。zoom によるオンラインインタビューを基本とし、約１時間半

ずつ実施した。インタビューの音声データは、テキスト化を行った上で、QDA（Qualitative 

Data Analysis）ソフトウェアを用いて分析の精度を高めた。 
 



 
４．研究成果 
① 経験記述＆FGIの分析 

6 大学アメリカンフットボール部の学生スタッフ 67 名に協力していただき、「経験記

述」を集めたうえで、16 回のフォーカス・グループ・インタビュー（FGI）を実施した

結果を分析した（表２）。学生スタッフの声を「マネージャー」「トレーナー」「アナラ

イジング・スタッフ」「チア」というポジションごとに分析したことで、選手から「見

えない仕事」を担う「女子マネージャー」ならではの抑圧経験を明らかにした。 
 

表２ 研究協力者一覧 

 

② 日米運動部比較研究 

2023 年 9 月から 2024 年 3 月まで、ハワイ大学マノア校において在外研究を実施した。

その中で、ハワイ大学のアメリカンフットボール部に関するフィールドワークやインタビ

ューを実施し、日米の部活動スタッフの違いを研究した。 

 

③ IE研究の推進 

IE を提唱したカナダの研究者 Dorothy E. Smith 氏（1926〜2022）と親交の深かった Dr. 

Yoko Ueda らとオンラインで意見交換を実施した。また、2024 年 2 月 16 日から 25 日までの

10 日間、カナダのトロント、ビクトリア、バンクーバーをめぐり IE の資料を収集した。トロン

ト大学のアーカイブや関係者の手持ち資料をスキャンし、Smith 氏と関係の深い Ms. Paula 

Borne や Mr. David Smith らと対面でインタビューを実施した。 
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